
　

町
自
連
は
６
月
25
日
（
土
）
八
王

子
市
教
育
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
す

べ
て
の
町
会
長
・
自
治
会
長
を
対
象

に
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
の
目
的
は
、
安
全
・

安
心
の
町
づ
く
り
を
更
に
発
展
さ
せ

る
た
め
に
は
町
会
・
自
治
会
活
動
の

一
層
の
強
化
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

担
い
手
と
し
て
の
町
会
長
の
心
構
え

や
、
効
果
的
な
町
会
運
営
の
理
解
を

深
め
る
た
め
に
、
黒
須
市
長
を
は
じ

め
市
の
関
係
機
関
か
ら
も
出
席
し
て

い
た
だ
き
実
施
し
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
以

降
、「
地
域
の
絆
」
が
全
国
的
に
大

き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
、
町
会
・

自
治
会
の
社
会
的
な
役
割
が
問
わ
れ

る
中
で
、
１
７
０
名
に
の
ぼ
る
町
会

長
・
自
治
会
長
が
こ
の
「
研
修
会
」

に
参
加
し
熱
心
に
勉
強
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
秋
間
町
自
連
会
長
は
「
本

日
は
行
政
と
の
共
催
で
研
修
会
を
開

催
し
た
。
地
域
の
活
性
化
は
町
会
・

自
治
会
長
の
双
肩
に
か
か
っ
て
い

る
。
町
会
長
と
し
て
の
役
割
を
認
識

し
、
行
政
と
も
連
携
を
強
め
て
安
全

安
心
な
町
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ほ
し

い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
町
会
長
・
自
治
会
長
の

役
割
を
テ
ー
マ
に
町
自
連
の
渡
辺
副

会
長
が
講
演
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
市
内
各
地
域
の
町
会
長

の
在
任
期
間
が
１
年
～
２
年
と
非
常

に
短
い
こ
と
で
活
動
の
継
続
性
が
図

り
づ
ら
い
現
状
や
、
専
門
部
会
の
種

類
、
防
災
に
関
す
る
活
動
等
、
他
の

地
域
と
比
較
し
て
八
王
子
市
の
町

会
・
自
治
会
活
動
の
優
位
性
が
見
ら

れ
な
い
と
い
う
実
態
を
、
調
査
デ
ー

タ
を
基
に
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
課
題
と
し
て
は
、

高
齢
者
問
題
、
ゴ
ミ
環
境
問
題
を
挙

げ
、
町
会
･
自
治
会
が
抱
え
て
い

る
共
通
す
る
課
題
と
し
て
は
、
役
員

の
高
齢
化
と
固
定
化
、
役
員
の
引
き

受
け
手
不
足
等
を
指
摘
し
ま
し
た
。

更
に
、
東
日
本
大
震
災
で
「
地
域
連

携
の
大
切
さ
」
が
叫
ば
れ
る
な
か
、

町
会
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、

各
地
域
で
の
活
動
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
も
行
政
と
の
連
携
が
重
要
で

あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
先
進
的
な
３
町
会
･

自
治
会
か
ら
日
常
活
動
の
事
例
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
房
町
会
（
横
山
北
）
の
生
永
町

会
長
は
、
町
会
と
地
域
の
各
団
体
と

の
協
力
体
制
を
築
く
こ
と
で
、
地
域

内
の
活
性
化
や
防
災
・
防
犯
活
動
に

役
立
て
て
い
る
活
動
内
容
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
町
内
の
体
系
的
な

組
織
作
り
や
連
携
先
の
把
握
と
相
互

協
力
、
年
間
の
行
事
立
案
の
作
成
と

実
施
な
ど
、
緻
密
な
組
織
運
営
が
町

会
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
る
と
強

調
し
ま
し
た
。

　

加
住
町
会
（
加
住
）
の
大
澤
会
長

は
、
力
を
入
れ
て
活
動
し
て
い
る
防

犯
、
子
供
た
ち
の
行
事
等
へ
の
支
援

活
動
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

特
筆
す
べ
き
は
、
加
住
地
区
を
挙
げ

て
東
京
都
や
八
王
子
市
の
補
助
金
制

度
を
活
用
し
防
災
・
防
犯
活
動
を
充

実
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

多
く
の
参
加
者
か
ら
参
考
に
な
っ
た

と
共
感
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
横
山
第
五
自
治
会
（
元
横
）
の

岩
澤
会
長
は
、
長
年
限
ら
れ
た
役
員

に
よ
る
町
会
運
営
を
、
多
く
の
会
員

が
参
加
で
き
る
、
よ
り
開
か
れ
た
町

会
に
変
え
て
い
く
た
め
に
、
日
常
活

動
に
取
組
ん
で
い
る
こ
と
を
報
告
。

具
体
的
に
は
日
頃
か
ら
町
会
の
皆
さ

ん
に
直
接
声
が
け
を
し
、
行
事
な
ど

参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
地
域
の

活
性
化
や
防
災
（
減
災
）
に
つ
な
が

る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
例
報
告
さ
れ
た
３
団
体
の
共
通

点
は
、
地
域
の
課
題
や
、
あ
る
べ
き

将
来
像
を
見
出
し
、
具
現
化
に
向
け

て
着
実
に
実
行
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

成
功
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

市
役
所
及
び
関
連
団
体
か
ら
は
、

町
会
・
自
治
会
活
動
に
不
可
欠
な
事

務
交
付
金
な
ど
の
助
成
金
、
防
災
資

機
材
、
資
源
物
回
収
、
防
犯
、
道
路

の
維
持
管
理
、
公
園
・
道
路
ア
ド
プ

ト
制
度
等
、
関
係
各
課
か

ら
詳
し
く
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

　

町
会
・
自
治
会
の
力
と

必
要
性
及
び
真
価
が
問
わ

れ
る
重
要
な
時
期
に
、
町

会
･
自
治
会
活
動
を
支

援
す
る
べ
く
、
町
自
連
の

活
動
も
更
に
前
進
さ
せ
て

参
り
ま
す
。
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■ 

講
演
＝
町
会
・
自
治
会
長
の
役
割

■ 

町
会
活
動
の
事
例
報
告

■ 

行
政
等
の
説
明

町
会･
自
治
会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

　
　
　
　
　

地
域
の
活
性
化
を
進
め
よ
う
！

「
町
会
・
自
治
会
長
研
修
会
」に

 　
　
　
　
　
　
　

１
７
０
名
の
町
会
長
が
参
加
！



サンプル設置も行います。

次世代へ向けて、防犯灯はＬＥＤ！！

担当：寺尾

　

５
月
29
日
（
日
）
に
八
王
子
エ
ル

シ
ィ
に
於
い
て
、
第
９
回
定
期
総
会

が
、
２
３
９
名
の
出
席
（
委
任
状

含
む
）
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
黒
須
市
長
か
ら
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
、
発
表
、
質
疑
応
答

の
後
、
す
べ
て
の
議
案
が
原
案
通
り

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
の
主
な
内
容
は
次
の
通

り
と
な
り
ま
す
。

１
広
報
活
動

　

①
広
報
紙
「
町
自
連
だ
よ
り
」

　
　

年
２
回
、
12
万
１
千
世
帯
の
全

　
　

会
員
に
配
布
の
他
、
未
加
入
の

　
　

町
会
・
自
治
会
・
管
理
組
合
に

　
　

も
送
付
、
情
報
提
供
を
実
施
。

　
　

紙
面
の
充
実
を
図
る
べ
く
、
内

　
　

容
刷
新
予
定
。

　

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
町
自
連
」

　
　

平
成
18
年
の
立
ち
上
げ
以
来
、

　
　

開
設
地
区
も
拡
大
。
今
後
は
各

　
　

地
域
で
更
新
頻
度
を
高
め
、
充

　
　

実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
課
題
。

２
パ
ソ
コ
ン
研
修
会

　

町
会
自
治
会
活
動
の
「
Ｉ
Ｔ
化
」

　

に
対
応
す
る
た
め
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等

　

の
支
援
を
受
け
、
パ
ソ
コ
ン
講
習

　

会
を
年
２
回
開
催
。

３
自
治
会
活
動
賠
償
責
任
保
険

　

町
会
自
治
会
活
動
に
住
民
が
安
心

　

し
て
参
加
で
き
る
補
償
と
し
て
の

　
「
自
治
会
活
動
賠
償
責
任
保
険
」　

　

に
町
自
連
が
団
体
加
盟
、
今
年

　

は
約
５
万
７
千
世
帯
が
加
入
、　

　

昨
年
以
上
の
加
入
数
と
な
っ
た
。

４
町
自
連
研
修
会

　

今
年
は
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て

　
「
地
域
力
」
の
向
上
に
、
高
齢
者

　

の
力
を
活
か
す
こ
と
を
テ
ー
マ
に

　

開
催
。

５
町
会
自
治
会
活
動
支
援
の
助
成
金

　

①
八
王
子
市
「
町
会
等
地
区
連
合

　
　

会
交
流
事
業
補
助
金
」

　
　

八
王
子
市
が
発
足
さ
せ
、
地
区

　
　

連
合
会
や
町
会
の
活
性
化
を
支

　
　

援
。「
町
自
連
」が
窓
口
と
な
っ

　
　

て
行
政
と
協
働
で
推
進
、
今
年

　
　

度
は
10
団
体
99
万
円
が
活
用
。

　

②
東
京
都
「
地
域
の
底
力
再
生
事

　
　

業
助
成
」
制
度
の
活
用
と
支
援

６
東
京
都
町
会
連
合
会
に
加
盟

　

昨
年
の
総
会
で
加
盟
検
討
の
承
認

　

を
受
け
役
員
会
で
検
討
、
都
町
連

　

の
承
認
を
得
て
加
盟
に
至
っ
た
。

７
加
入
促
進
に
つ
い
て

　

未
加
入
の
町
会
自
治
会
に
対
し
て

　

の
加
入
促
進
活
動
を
継
続
。

　

今
年
度
の
事
業
計
画
の
重
点
項
目

は
以
下
の
５
項
目
で
す
。

１
組
織
の
拡
大
強
化

　

①
地
区
連
合
会
の
定
例
会
の
定
着

　
　

と
活
動
の
活
性
化

　

②
東
京
都
「
地
域
の
底
力
再
生
事

　
　

業
助
成
」及
び
八
王
子
市
の「
町

　
　

会
等
地
区
連
合
会
交
流
事
業

　
　

補
助
金
」
の
活
用
推
進

　

③
未
加
入
の
連
合
組
織
に
対
す
る

　
　

町
自
連
加
入
の
働
き
か
け

　

④
地
区
連
合
会
で
も
未
加
入
町
会

　
　

自
治
会
等
に
加
入
を
働
き
か

　
　

け
る

２
市
民
と
の
情
報
交
換
の
活
発
化
の

　

た
め
の
手
段
の
検
討
と
推
進

　

①
広
報
紙
「
町
自
連
だ
よ
り
」　

　
　

紙
面
改
善
検
討
と
推
進

　

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
町
自
連
」

　
　

を
通
じ
た
双
方
向
の
情
報
交
換

　

③
身
近
な
地
域
情
報
を
発
信
す
る

　
　

た
め
、
地
区
連
合
会
の
掲
示
板

　
　

的
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
。

　

④
広
報
部
及
び
地
区
広
報
部
の
充

　
　

実
強
化
を
図
る
。

　

⑤「
パ
ソ
コ
ン
研
修
会
」
の
継
続

　
　

開
催
。

３
町
会
自
治
会
活
動
に
住
民
が
安
心

　

し
て
参
加
で
き
る
仕
組
み
と
し
て

　
「
自
治
会
活
動
賠
償
責
任
保
険
」

　

の
普
及
に
努
め
る
。

４
町
会
自
治
会
の
課
題
で
あ
る
「
活

　

性
化
」
と
「
人
材
育
成
」
の
一
環

　

と
し
て
、
八
王
子
市
の
協
力
を
得

　

て
「
研
修
会
」
等
を
実
施
す
る
。

５
「
ゆ
め
お
り
フ
ァ
ン
ド
」
に
参
加

　

し
、
町
会
活
動
を
支
援
。
企
業
等

　

の
社
会
貢
献
活
動
を
活
用
し
、
資

　

機
材
・
備
品
等
を
提
供
す
る
。

以
上
を
今
年
の
重
点
項
目
と
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

会　

長　

秋
間　

利
久
（
元　

横
）

副
会
長　

細
井　

衛　
　
（
加　

住
）

副
会
長　

今
泉　

満
政　
（
恩　

方
）

副
会
長　

馬
場　

總
和　
（
西
部
一
）

平
成
23
年
度

定
期
総
会
報
告

平
成
23
年
度

　
　

事
業
計
画
重
点
項
目

三

役

会

名

簿

平
成
22
年
度
の

　
　
　
　

事
業
報
告
要
点
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副
会
長　

渡
辺　

良
治　
（
浅　

川
）

会　

計　

平
塚　

忠
勇　
（
横
山
北
）

監　

事　

田
中　

泰
慶　
（
由　

井
）

監　

事　

山
崎　

勲
介　
（
西
部
二
）

事
務
局
長　

前
野　

修　
（
北　

野
）

事
務
局
員　

丸
橋　

紀
夫（
横
山
北
）

中　

部　

地
区　

平
塚　

美
臣

東　

部　

地
区　

秋
葉　

多
門
二

元　

横　

地
区　

秋
間　

利
久

東
南
部　

地
区　

山
内　

正

中
央
部　

地
区　

井
上　

博
正

南　

部　

地
区　

杉
崎　

忠
久

千
人
町　

地
区　

吉
田　

俊
幸

西
部
第
一
地
区　

馬
場　

總
和

西
部
第
二
地
区　

市
倉　

泰
政

西
部
第
三
地
区　

山
本　

正
光

本　

町　

地
区　

塩
野　

良
光

中　

央　

地
区　

成
瀬　

義
雄

東
北
部　

地
区　

木
下　

清
孝

浅　

川　

地
区　

渡
辺　

良
治

由　

木　

地
区　

小
泉　

渉

横
山
南　

地
区　

黒
沢　

愛
治

横
山
北　

地
区　

平
塚　

忠
勇

元　

八　

地
区　

石
川　

三
郎

恩　

方　

地
区　

今
泉　

満
政

川　

口　

地
区　

原
田　

忠
雄

加　

住　

地
区　

細
井　

衛

由　

井　

地
区　

田
中　

泰
慶

北　

野　

地
区　

廣
元　

洌

　

さ
る
６
月
４
日
、５
日
の
両
日
に
、

浅
川
大
橋
下
の
ト
ン
ネ
ル
落
書
き
を

消
し
、
絵
を
描
く
取
り
組
み
が
元
横

山
第
二
町
会
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
会
長
の
秋
間
利
久
さ
ん
に
よ
る

と
、
長
年
ト
ン
ネ
ル
の
落
書
き
に
悩

ま
さ
れ
て
お
り
、
町
会
内
で
も
問
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
治
安
、防
犯
、

景
観
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
も
早
急
に
解

決
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
町
会
内
で
話
し
合
い
を
し
て

い
た
矢
先
に
、
八
王
子
警
察
署
か
ら

も
「
協
力
を
す
る
の
で
落
書
き
を
消

し
て
ほ
し
い
」
と
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。
た
だ
、「
消
し
て
は
ま
た
落
書

き
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
を
今
ま
で

何
度
も
繰
り
返
し
て
き
た
の
で
、
き

れ
い
に
消
す
だ
け
で
は
な
く
、
何
と

か
落
書
き
を
止
め
ら
れ
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
町
内
会

役
員
か
ら
の
発
案
で
落
書
き
を
消
し

た
後
に
絵
を
描
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
実
行
す
る
に
あ

た
り
、「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
八

王
子
」
に
協
力
要
請
。
そ
の
結
果
、

今
回
は
多
摩
美
術
大
学
の
学
生
の
皆

さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
町
の
皆
さ
ん
に
親
し
み
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
動
物
の
絵
に
し
た
い

と
い
う
希
望
か
ら
、
学
生
の
皆
さ
ん

が
犬
の
絵
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
く
れ
ま

元
横
山
第
二
町
会
の

落
書
き
消
し
活
動

地
区
連
合
会
長
名
簿

平成22年度決算、平成23年度予算報告

会費 2,420 2,411 △ 9 23 地区　120,540 世帯
特別会費 1,960 1,702 △ 258 
補助金 3,400 3,400 0 市＝ 3,400 千円
広告収入 240 200 △ 40 町自連だより
保険手数料 300 300 0 自治会活動保険取扱手数料
雑収入 609 1085 476 
小計 8,929 9,098 169 
前年度繰越金 871 871 0 
収入計 9,800 9,969 169 

項　目
収入の部

予算額 決算額 差　額 摘　要
（単位＝千円）

総会後懇親会 778 千円　新年懇親会 819 千円　
役員研修会 105 千円

受取利息670円　パソコン研修受講料他1,071千円

総会費 1,000 899 △ 101 懇親会 728 千円
事業費 1,640 2,188 548 新年懇親会755千円、パソコン研修講師料他
地区交流費 1,000 989 △ 11 町会等地区連合会交流事業補助金
研修費 900 465 △ 435 役員研修会・防災研修会
広報費 1,700 1,610 △ 90 町自連だより
通信費、事務費 1,280 1,232 △ 48 町自連だより送料含む
人件費 1,400 1,381 △ 19 
備品、連絡費等 755 863 108 
小計 9,675 9,627 △ 48 
予備費 125 0 △ 125 
次期繰越金 0 342 342 交流事業補助金返還分含む
支出計 9,800 9,969 169 

項　目
支出の部

予算額 決算額 差　額 摘　要
差額欄の△は予算比減少 ( 単位：千円 )

会費 2,410 2,420 △ 10 23地区　120,500世帯
特別会費 1,120 1,960 △ 840 新年懇親会800千円、役員研修320千円
市補助金 3,200 3,400 △ 200 指定事業への補助金
広告収入 120 240 △ 120 町自連だより
自治会保険手数料 340 300 40 平成22年度手数料振替
雑収入 1,007 609 398 パソコン研修受講料、端数調整
小計 8,197 8,929 △ 732 
前年度繰越金 342 871 △ 529 
収入計 8,540 9,800 △ 1,260 

項　目
収入の部

予算額 前年予算額 差　額 摘　要
（単位＝千円）

総会費 160 1,000 △ 840 資料他 160 千円
事業費 2,200 1,640 560 新年懇親会800千円、パソコン研修会1,400千円
地区交流費 1,000 1,000 0 
研修費 700 900 △ 200 
広報費 1,300 1,700 △ 400 町自連だより及びホームページ
通信費、事務費 1,020 1,280 △ 260 通信費、町自連だより送料及びインターネット費用等
人件費 1,380 1,400 △ 20 事務局関係費用
備品、連絡費他 620 755 △ 135 
小計 8,380 9,675 △ 1,295 
予備費 160 125 35 
支出計 8,540 9,800 △ 1,260 

項　目
支出の部

予算額 差　額 摘　要
差額欄の△は予算比減少 ( 単位：千円 )

平
成
二
十
二
年
度
収
支

平
成
二
十
三
年
度
予
算

前年予算額

家庭でも、こまめな「節電」に協力願います。

水銀灯からＬＥＤへ！
昼間の点灯に注意！

町会の防犯灯！

家庭でも15％の
節電に協力を！



　

来
年
１
月
で
閉
店
さ
れ
る
と
発
表

が
あ
っ
た
「
そ
ご
う
八
王
子
店
」
の

存
続
を
訴
え
る
た
め
、商
工
会
議
所
、

八
王
子
市
商
店
会
連
合
会
の
申
し
入

れ
を
受
け
、
私
た
ち
町
自
連
で
も
署

名
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
合
計
で
９
万
６
１
５
９
名
（
う

ち
、町
自
連
受
付
分
５
万
７
１
０
６

名
）の
方
々
か
ら
署
名
を
い
た
だ
き
、

商
工
会
議
所
を
通
じ
て
６
月
20
日
に

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
へ
提
出
し
ま
し
た
。
今
ま
で
、
市

内
の
百
貨
店
撤
退
に
対
し
て
署
名
活

動
等
、
市
民
と
し
て
の
意
思
表
示
は

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
八
王
子
駅

の
顔
と
な
る
核
テ
ナ
ン
ト
は
市
全
体

の
活
性
化
や
発
展
の
た
め
に
も
必
要

で
あ
る
こ
と
を
、
市
民
と
し
て
も
訴

求
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
い
と
し

て
、
意
思
表
明
を
し
ま
し
た
。
今
回

の
署
名
提
出
を
受
け
、
７
月
１５
日

に
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
か
ら
は
「
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

思
は
あ
り
が
た
い
が
、
企
業
と
し
て

は
こ
れ
以
上
の
赤
字
を
出
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
の
で
、
既
定
方
針
通
り

に
計
画
を
推
進
し
て
い
く
」
と
い

う
正
式
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
町
自

連
と
し
て
も
、
今
後
の
動
向
を
見

極
め
な
が
ら
、
市
民
の
意
見
を
活

か
す
町
づ
く
り
に
尽
力
し
て
い
き

ま
す
。

 

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
「
東
日
本

大
震
災
」
に
つ
い
て
、
町
自
連
で
は

３
月
19
日
に
臨
時
役
員
会
を
開
催
、

義
援
金
募
金
活
動
の
実
施
を
決
定
し

ま
し
た
。

　

呼
び
か
け
の
結
果
、
町
自
連
加
入

団
体
の
他
、
未
加
入
団
体
の
協
力
も

得
て
、
総
額
４
４
９
８
万
３
１
６
７

円
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
町

自
連
か
ら
八
王
子
市
に
４
月
25
日
、

７
月
７
日
の
２
回
に
分
け
て
納
付
、

八
王
子
市
を
通
じ
て
日
本
赤
十
字
社

に
全
額
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
は
多
大
な
る
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
「
自
治
会
活
動
賠
償
責

任
保
険
」
加
入
団
体
は
１
４
５
団

体
５
万
９
６
２
１
世
帯
と
な
っ
て
い

ま
す
（
７
月
１
日
現
在
）。

　

昨
年
は
自
治
会
活
動
中
の
事
故
や

け
が
に
対
し
て
18
件
の
保
険
金
適
応

が
あ
り
ま
し
た
。
町
自
連
が
団
体
加

入
を
し
て
い
る
た
め
、
保
険
料
が
割

引
に
な
り
ま
す
。
詳
細
を
知
り
た
い

団
体
は
、
町
自
連
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

八
王
子
市
親
切
会
は
、
昭
和
36
年

８
月
に
結
成
さ
れ
、
50
周
年
を
迎
え

た
今
年
は
、
11
月
19
日
（
土
）
～
20

日
（
日
）
開
催
さ
れ
る
「
い
ち
ょ
う

ま
つ
り
」
で
、
記
念
行
事
を
行
い

ま
す
。

infom
ation

そ
ご
う
八
王
子
店

           

存
続
の
署
名
活
動

東
日
本
大
震
災
義
援
金

　
　

募
金
活
動
集
計
結
果

50
年
を
迎
え
た

　
　　

八
王
子
市
親
切
会
！

自
治
会
活
動
賠
償
責
任

              

保
険
加
入
状
況

さ
る
５
月
18
日
に
、
町
自
連
初

代
会
長
を
務
め
ら
れ
、
現
在
町

自
連
顧
問
で
あ
る
田
中
好
雄
氏

が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
ご
冥

福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

訃 

報

「町自連だより」が次号より
リニューアルします！

　次号より「町自連だより」が大幅にリニューア
ルします。オールカラーになる他、ページ数も増
やし、より皆さんのお役に立つような紙面内容に
していきたいと考えています。今後とも「町自連
だより」をよろしくお願いします。

し
た
。

　

実
際
に
絵
を
描
く
作
業
を
行
っ
た

２
日
間
は
、
多
摩
美
術
大
学
の
学
生

６
名
の
他
、
元
横
第
二
町
会
の
子
供

会
15
名
に
も
お
手
伝
い
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
絵
を
描
く
た
め
に

必
要
な
ペ
ン
キ
や
道
具
な
ど
は
、
町

会
内
外
の
企
業
か
ら
無
償
提
供
、
当

日
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
無
事
に
完

成
し
ま
し
た
。
町
内
の
皆
さ
ん
も
、

可
愛
ら
し
い
犬
の
絵
に
「
雰
囲
気
が

明
る
く
な
っ
た
」
と
大
変
喜
ん
で
い

る
よ
う
で
す
。

　

最
後
に
秋
間
町
会
長
は
、「
同
じ

よ
う
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
町
会
、

自
治
会
は
多
い
は
ず
。
落
書
き
は
町

の
安
全
を
守
る
た
め
に
も
撲
滅
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

こ
の
取
り
組
み
が
皆
さ
ん
の
参
考
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
困
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。
一
緒
に
解
決
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

可愛らしい犬と花が話題のトンネル

義
援
金
目
録
を
手
渡
す
秋
間
町
自
連
会
長
と
黒
須
市
長




